
宮
城
・多
賀
城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
官
城
県
多
賀
城
市
市
川

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
九
年

（昭
５４
）
四
月
ギ

一
〇
月
、　
一
九
八
〇
年

（昭

５５
）
九
月
を

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
官
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
　
　
　
・

４
　
調
査
担
当
者
　
白
鳥
良

一
他

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衡
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
を
平
安
時
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

多
賀
城
は
古
代
に
お
け
る
陸
奥
国
の
国
府
の
置
か
れ
た
所
で
、
奈
良
時
代
に

は
、
鎮
守
府
も
併
置
さ
れ
て
い
た
。
多
賀
城
の
遺
跡
は
仙
台
平
野
の
東
北
端
に

位
置
し
、
海
抜
二
〇
を
五
〇
の
丘
陵
の
先
端
部
の
一
画
を
占
め
て
い
る
。
周
囲

は
、
約
九
Ｏ
Ｏ
ｍ
四
方
の
不
整
方
形
に
築
地
が
め
ぐ
っ
て
い
る
。

七
七
年
度
の
第
三
四
次
発
掘
調
査
地
区
は
、外
郭
南
辺
の
東
半
部
に
あ
た
り
、

外
郭
南
門
地
区
と
、
東
南
隅
が
の
る
雀
出
地
区
と
の
二
つ
の
丘
陵
部
に
換
ま
れ

た
沢
地
に
位
置
し
て
い
る
。
多
賀
城
跡
南
辺
築
地
は
こ
の
沢
地
を
横
断
す
る
よ

う
な
状
態
で
東
西
に
延
び
て
い
る
が
、
木
簡
は
こ
の
築
地
の
基
礎
地
業
と
み
ら

れ
る
盛
上
の
南
北
の
両
端
部
の
堆
積
層
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

地
区
は
低
湿
地
で
あ
る
た
め
に
、
築
地
構
築
の
基
礎
地
業
と
し
て
両
端
を
し
が

ら
み
で
土
留
を
し
た
幅

一
五

・
六
ｍ
に
厚
さ
約

一
・
五
ｍ
の
盛
土
を
行
な
い
、

そ
の
上
部
に
五
期
に
わ
た
っ
て
築
地
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
遺
物

の
堆
積
層

は
、
こ
の
し
が
ら
み
の
両
側
の
、
盛
土
基
礎
構
築
以
降
の
ス
ク
そ
の
堆
積
層
で

あ
る
。
木
簡
の
出
土
し
た
の
は
こ
の
築
地
基
礎
盛
上
の
北
端
部
第
九
層

（黒
裾

色
粘
上
質
シ
ル
ト
層
で
厚
さ
約
２０
ｃｍ
）
か
ら
二
点
、　
同
じ
く
南
端
部
第
八
層

（暗
褐

色
シ
ル
ト
層
で
厚
さ
５０
９

か
ら

一
点
で
あ
る
。　
い
ず
れ
も
盛
土
基
礎
ｏ
崩
壊
土

層
で
あ
り
北
第
九
層
か
ら
は
Ⅱ
期
の
軒
平
瓦

・
Ⅲ
期
の
刻
印
瓦

３
物
」
「伊
し
、

横
槌
な
ど
の
木
製
品

・
板
片

・
削
暦
や
土
師
器
杯

・
須
恵
器
甕
な
ど
が
伴
出
し

て
お
り
、
南
第
八
層
か
ら
は
、
Ⅲ
期
の
瓦
の
は
か
、
土
師
器
ｉ
須
恵
器

・
須
恵

系
土
器
、
木
盤
な
ど
の
木
製
品

。
削
暦
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

一
九
八
〇
年
度
の
第
三
七
次
調
査
の
調
査
地
は
多
賀
城
南
辺
築
地
西
半
部
ｏ

南
に
隣
接
し
た

一
画
で
、
砂
押
川
の
左
岸
に
あ
た
り
、
標
高
約
三

・
七
ｍ
ほ
ど

の
低
地
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
こ
の
地
域
に
は
砂
押
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
自
然
堤
防
が
広
が

っ
て
お
り
、
そ
こ
に
大
濤
を
は
じ
め
、
側
濤
を
伴
う
道

路

・
据
立
柱
建
物
跡

・
井
戸
跡
な
ど
の
遺
構
が
広
く
分
布
す
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
三
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
各
々
の
時
期

ご
と
の
遺
構
の
方
向
に
規
則
性
が
み
ら
れ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

Ｉ

。
Ⅱ
期
で
は
多
賀
城
南
辺
築
地
線
に
、
Ⅲ
期
で
は
政
庁
中
軸
線
の
方
向
に
沿

っ
た
遺
構
の
配
置
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
城
外
の
こ
の
地

域
に
も
多
賀
城
と
方
向
を
同
じ
く
す
る
計
画
的
な
地
割
が
あ

っ
た
こ
と
が
推
測

で
き
る
。
出
土
遺
物
は
膨
大
な
量
の
瓦
や
須
恵
器

・
土
師
器

・
須
恵
系
土
器
と
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く
に
土
器
は
完
形
品
だ
け
で
も
二
〇
〇
点
を
越
え
、
ま
た
、
墨
書
土
器
も
四
〇

〇
点
以
上
あ
り
、
そ
の
内
容
は

「定
」
「官
」
「
標
」
「度
」
「
汁
万
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
で
ぁ
る
。　
そ
の
他
、
緑
釉
陶
器

・
灰
釉
陶
器

。
青
磁

。
白
磁

・
硯

（と

く
に
多
量
の
転
用
硯
が
目
立
つ
）
・
木
簡

・
木
製
品

。
富
寿
神
宝
な
ど
重
要
な
遺
物

が
認
め
ら
れ
る
。

木
筒
は
大
濤
跡
か
ら

一
点
出
上
し
て
い
る
。
こ
の
大
濤
跡
は
南
北
方
向
に
は

ぼ
直
線
的
に
延
び
る
幅
約
五
ｍ
。
深
さ
約

一
・
五
ｍ
の
大
規
模
な
箱
堀
形
の
濤

で
あ
り
、
長
さ
約
四
五
ｍ
に
わ
た
っ
て
検
出
し
て
い
る
。
濤
底
は
北
か
ら
南
に

向
か
っ
て
し
だ
い
に
低
く
な
っ
て
お
り
、
埋
土
に
は
数
層
の
砂
の
堆
積
が
認
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
多
賀
城
と
砂
押
川
を
結
が
水
路
と
し
て
掘
り
込
ま

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
濤
中
に
は
土
器

・
瓦

・
木
製
品
な
ど
多
量
の
遺
物

が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
特
に
濤
底
に
堆
積
し
た
厚
さ
二
〇
ｃｍ
ほ
ど
の
砂

層
中
に
集
中
し
て
い
た
。
木
簡
の
出
土
層
位
は
第
四
層
で
須
恵
系
土
器

（小
皿

類
▼

灰
釉
陶
器
と
伴
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
お
よ
そ

一
一
世
紀
ご
ろ
の

年
代
が
考
え
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
一

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
“

甲

「類

類

類

類

類

類

」

Ｌ
馬
日
日
Ｈ
回
扉
扉
馬
一尿
反
」
　
　
　
　
　
　
　
μ輝
き
兇
Φ
３

０

×
上
国
□

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞軍
ド露
蔦

寓
ド

〔井
力
〕
〔大
ヵ
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

団
長
□
宗
□
□
□
□
□
回
村
前
井
村
長
　
　
」

０
×

引

ｏ
「

〔両

両
ヵ
〕

日
日
□
□
□
　
郡
郡
郡
□
」

〔屍
己
□
…
百
佐
平
安
符
未
申
立
符

（
ド
『
］
）
×
（
ド
、
）
×
⇔
　
Φ
伽
ド

≒
Ⅷ
欧
□
□
…
奉
如
賞
急

々
如
律
令
　
　
　
　
　
（遥
∀
∞挿
ト
ロ

①
は
北
区
第
九
層
か
ら
出
土
。
板
目
板
を
素
材
と
し
、
表
面
の
中
央
部
が
高

ま
っ
て
お
り
、
断
面
は
や
や
歪
ん
だ
台
形
。
表
一異
と
も
風
化
が
著
し
く
墨
は
全

く
残
っ
て
い
な
い
が
、
字
画
だ
け
が
わ
ず
か
に
陽
出
し
て
い
る
。
表
の
文
字
は

「
類
」
に
近
似
し
て
い
る
が
、
痛
の
部
分
が
若
千
不
明
瞭
で
断
定
で
き
な
い
。

各
文
字
間
に
も
同

一
文
字
と
み
ら
れ
る
字
画
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
最
初

の
習
字
を
行

っ
た
の
ち
そ
の
面
を
薄
く
削
り
取
り
、
文
字
が
重
複
し
な
い
位
置

に
同

一
文
字
を
書
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

②
も
北
区
第
九
層
か
ら
出
土
。
棒
状
の
木
簡
で
、
周
囲
に
削
り
が
施
さ
れ
、

断
面
は
不
規
則
な
八
角
形
を
な
し
て
い
る
。
文
字
は
他
の
面
よ
り
幅
が
か
な
り

広
く
、
削
り
も
入
念
で
あ
る
。
墨
痕
が
う
す
く

「上
」
以
外
の
文
字
の
判
読
は

困
難
で
あ
る
。

０
は
南
区
第
八
層
か
ら
出
土
。
文
字
面
の
削
り
は
入
念
で
あ
り
、
表
右
側
面

に
は
削
り
が
施
さ
れ
、
左
側
面
は
割
り
取
ら
れ
て
い
る
。
表
面
上
半
部
は
墨
痕

が
う
す
く
判
読
で
き
な
い
。
表
面
下
半
部
の
文
字
は
左
側
が
割
り
面
の
た
め
、

「
長
」

の
文
字
は
下
端
部
の
削
り
に
よ
っ
て

一
部
が
失
わ
れ
て
い
る
。　
こ
の
他

「
郡
」
字
の
様
子
な
ど
か
ら
こ
の
木
簡
は
当
桝
は
現
状
よ
り
も
幅

。
長
さ
と
も

に
大
き
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
文
字
が
書
か
れ
た
後
に
削
り
が
加
え
ら
れ



て
下
端
が
尖
り
、
最
後
に
表
左
側
面
が
割
り
取
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
表
面
の

「前
井
村
」
は
文
献
上
に
見
あ
た
ら
な
い
。

④
は
三
七
次
調
査
に
よ
る
出
土
木
筒
で
あ
る
が
、
形
状
は
上
端
を
山
形
に
削

り
、
下
端
も
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
下
端
は
若
千
欠
損
し
て
い
る
。
な
お
、
上
半

部
で
、
破
損
し
、
直
接
は
接
合
し
な
い
が
、
形
状
と
内
容
か
ら
判
断
し
て
亡
失

部
分
は
わ
ず
か
と
考
え
ら
れ
、
ほ
ぼ
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
と
い
え
る
。

頭
部
を
山
形
に
削
り
、
下
端
を
尖
が
ら
せ
た
形
状
と
慣
用
の
呪
句

「急
々
如

律
令
」
の
存
在
か
ら
、
呪
符
木
簡
と
判
断
で
き
る
。
そ
の
内
容

は
百
怪

（諸
々

の
妖
怪
）
を
鎮
め
除
く
た
め
の
児
符
で
、
未
申
い
わ
ゆ
る
西
南
の
方
角

に
立
て

た
符
で
あ
る
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
道
饗
祭
に
関
連
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
神
祗
令
義
解
季
夏
条
に
よ
れ
ば
、
「
謂
。
卜
部

等
於
一一京
城
四
隅
道
上
・而
祭
之
。
言
欲
ン令
菫
鬼
魅
自
ン外
来
者
「
不
声敢
入
る京

師
中
故
預
迎
工於
道
・而
饗
過
也
。」
と
み
え
、
道
挫
祭
は
広
く
地
方
で
も
実
施

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
道
饗
祭
は
四
角
四
境
祭
と
も
よ
ば
れ
て
い
る
。
本
木
簡

は
こ
こ
に
み
え
る
四
角
四
境
祭
の
際
に
、
艮
角

・
巽
角

・
乾
角
と
と
も
に
坤

（未
申
）
角
に
立
て
ら
れ
た
符
に
あ
た
ろ
う
か
。
本
木
筒
の
出
土
地
点
は
多
賀
城

跡
の
丁
度
、
西
南

（未
申
）
方
向
に
あ
た
る
こ
と
も
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
で

あ
ろ
う
。
以
上
の
推
測
が
妥
当
性
を
も
つ
と
す
れ
ば
、
古
代
の
呪
符
木
筒
と
し

て
、
具
体
的
な
役
割
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。

９
　
関
係
文
献

官
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所

『
多
賀
城
跡
―
昭
和
五
四
年
度
発
掘
調
査
概

報
―
』

同

『
多
賀
城
跡
―
昭
和
五
五
年
度
発
据
調
査
概
報
―
』

舟Ｎ

古″‘／

一
九
八
〇
年

一
九
八

一
年

（平
川
　
南
）

n

阻 さ

多賀城跡木簡出土地点図

神 線芽
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